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　　　Seven　1．ow −pass　digital丘lters　which 　were 　synthesized 　previously　by　the　author 　are 　applied 　to　
64x64

ma 亡rix 　images　of　a　IAEA 　liver　phantom ，　which 　is　filled　with 　9．25　x　107Bq （2．5mCi ）
99mTc

　aqueous 　solution ，

from　a　scintillation 　ca 皿 era ．　 Three 　matrix 　images 　are 　maae 　an 　 object 　of 　investigation　and 　total　counts 　ofthe 皿

are 　 30k　 counts ，100k　 counts 　 and 　 600k　 counts 　 respectively ．　First，　 low−pass　digital　 filterings　by　 convolution 　 are

performed 　to　the　 matrix 　i卑ages 　and 　the　processed　images 　are 　observed 　about 　image　 quality．　 When 　 the 丘lter

with 　the 　smallest 　cutoff 　frequenc
ア，　which 　was 　 called 　Filter　A ，　was 　used ，　the 　fact　was 　shown 　that 　almost 　all　the

i。 f6，皿 。ti。n ・ i・ th・ p ・。 ce ・・ed 　im ・ g・ ・ f・ ・ th・ ee 　ki・ d・ 。f ・… td ・t・ di・・pP … ed ，　 Fi・ally，・ubt ・acti・n ・ b・tween

the　proヒessed 　image 　bア Filter　A　and 　the 　processed 　image　by　another 丘lter　are 　performed　for　each 　count 　da亡a．

　　　The 　 consequences 　Qf 　these 　processings　are 　as 　follows： （1）The　low−pass 且ltering　is　effective 　in　improve −

m ・・t ・fim ・g ・ q ・・lity　f・ ・ 30k ・… tim ・ge　and 　iOOk・・ unt 　im ・99・H ・weve ・・thi・ m ・th ・d　d・ e … g ・ ・ d　i・ 600k

… nt 　im ・g・・ω Th … bt・acti 。 ・ ・ e・・lt・ i… uccess 　ab ・・t　i・

！
i・g… st・・ati ・n 　with 　th… p ・essi ・ n

　Gf
・ ・ i・e ・ ・ d

the　reduction 　of 　blur，　and 　this　 me 亡hod　is　superior 　in　 imp・rovernent 　of 　ilロ age 　 quality　to　 the　 low・pass 負ltering．

On　the 　other 　hand　the 　prQcess 魚g　condi 亡ions　for　imag6 　restoration 　depend　on 　the 　count 　Ievel　of　the　image．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ジ タル
ー
コ ィ ル タ （以 ド，低域 フ ィ ル タ と 紺述 〉を 適丿11し

　　　　　　　1． は じ め に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，雑音 を 除 去 し画 像を 平薯計化ず る こ とが しば しば行 わ

瀚子計算機の 利用によ り， RI 両鱇 に対 して 低域デ ィ　　 れ て い る
1 剛   しか し

・
般 に低域 フ t ル タ処 王「fl（C よ っ て
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得 られ た 画 豫は，雑音 の減少 だ け で な くぼ けに よ る 鮮鋭

度の 低
．
ドももた らすもの で あ る．本 研究 の 第 1報 4）

で，

遮断特性が鋭 く MTF 特性 も良好な 7つ の 低域 フ a ル タ

の 作成を報告 した が，本 実験で は こ れ らの 低域 フ ィ ル タ

を RI 画像に適用 して，通常 の 平滑化処理および処理画

像間の サ ブ トラ ク シ ’e ン を行な い，雑
．
自

：

の 除去と鮮鋭度

の 上昇を両立 させ 画質の 向上を実現 させ た，また シ ン チ

カ メ ラ に よ る RI 画像 で は，全計数値の 大小 に よ り梢対

的な 雑音の 量が 異 な り
FJ

），画質改善の 条件が 全 計数植に

依存す る，本実験 で は全計数値の 異 な る 3つ の シ ン チ 画

像に 対 して，低域 フ ィ ル タ リン グお よ び サ ブ トラ ク シ 尹

ン を 行 な っ た 結果 ， 画 質改霽の 処 理 条件 と全計数値 との

間に 興味あ る 関係を 見い 出 した の で 報告す る，

2．装置 ， 器 具 お よび実験方法

　爽験に
7
使用 した シ ン チ カ メ ラ は Nuclear　Chicago組、

製 PHO ／GAMMA 　 IIIで ， 平行 型4000 ホール コ リメ ー

タを 装 着 して，9．25× 1e7　Bq （2，5mCi ） の
99mTc

を満

た した IAEA 肝 フ ァ ン トム （Fig．1＞ を コ リメ
ー

タ表面

か ら lcm の 距離に置 き デ
ー

タ収集 した．　 Fig．1 に示す

よ うに フ ァ ン ト ム 内に は PgL”Tc の 存在 しな い 円形の 欠損

部 （以
一
ド，cold 　 defectと記述） が 8 個存在 し，そ の 直

径は 大きい もの か ら lr厦に，40　mm ，32　mm ，25　mm ，20

mm ，⊥6mm ，12．5mm ，10mm ，8mm で あ る，デ
ー

タ 収集

お よ び デ
ータ処 理 は東芝 製 ミ ニ ：J ン ピ ュ

ー・タ TOSBAC

40C （64　k　bytes）を用 い た 核医学処理 シ ス テ ム DAP −

5000N の 制御の もと に行 ない ，全計数値として 30kco −

unts ，100　k　 counts
，
600　k　 counts の 3 つ を 設定 して，

64 × 64マ ト リッ ク ス 画像として データ収集 した．処 理 し

た 画像 は DAP −5000N の CRT を一一・定 輝度 に して，ポ ラ

ロ イ ドフ ィ ル ム 667型を用い て 記録 した．な お全 計数値

の 異 な る 3つ の 撕像を フ ィ ル ム ．」．：で 適 正 濃 度に す るた め

に，各全計数値に対 して露出時間を 調整 して 撮影した．

まftt　99L”Tc の
一

様な円盤状線源を作製 して 感度 の 一様性

につ いて の 補正係数を作成 し ， 収集 した デ
ー

タ に
一

様姓

の 補 匡1を行 な っ た後，各種処 理 を 実施 した．本研究で 使

用 し た フ ィ ル タ リ ン グ お よ び サ ブ トラ ク シ ョ ン は，

TOSBAC −40C の ア セ ン ブ ラ 苫語を用 い て プ v グ ラ ム を

作成 しDAP ．5000N の 制御の もとで 実行 した。

　使 用 した低域 フ ィ ル タ の 軸方向成分の 重み 9 （0），

9 （1），・一 ，9 （Rm ）を Fig．2 に，　 MTF 曲線を Fig・3 に

示 す が ， 詳細 は 本論文の 第 1報の
に報告 して ある， フ ィ

ル タ リ ン グ は軸 方 向成分の 重 み か ら各位置の 重み を内挿

法 に よ 一
） て 決定し，感度 の

．
様 性 の 補正 が な され た 画 像

（以後，原画鱇と記述） とフ ィ ル タ重みとの デ ィ ス ク リ

ー
トな コ ン ボ ル ーシ ョ ン
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Fig．1．　1【lustration　of　IAEA 　liver　phantom ．　Each
　 　 　 　 cirde 　孟s　a 　cold 　defect．
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を 計算す る こ と に より実行 した．こ こで i （m ，n ） は原

面像，
0 （m ， n ＞は処 理 画像，

　g （k，1）は フ ィ ル タ重 み，

G は フ ィ ル タ 重 み の 総 和，Rm は フ ィ ル タ 重み の 配 分 さ

れ る最大 顕離 ，
m

，
　 n ＝0，1，2，一…・

，
63 で あ る．

　後述す る よ うに Fig。2，　 Fig．3で 示 した Filter　A に よ

る フ ィル タ リン ゲ は，全 計数値の 大小 にか か わ らず 画 像

中 の 情報を ほ と ん ど 消失 させ て しま うの で，Filter　A の

遮断周波数 以 ドの 成分 は両 像に ぼ けを生 じさせ る要因で

あると考え られ る 本研究 で の サ ブ ト ラ ク シ ョ ン と は，

画像 か ら Filter　A で 処 理 した画像 の　
”tt，ISまた は 全部を

除去する こ とで あ り，つ ぎ の 除算

　　　r （m ，n ）＝P（m ，n ）一一α
・
9 伽 ， π ）　　　 一・・…（2｝

を実行する こ とで あ る．こ こ で p （m ，n ）は 原画像 も し

くは Filter　A 以 外 の フ ィ ル タ で 処 理 した 画像，　q （m ，　n ）

は Filter　A で 処理 した 画 像 ，
α は 1 も しくは 1 よ り小 さ

い fflの 係数，’
闇
（m ，　n ）は サ ブ トラ ク シ ョ ン によ り得 られ

た 画像で ある．なお原画 像を 通 常 の 9点平滑化 フ ィ ル タ

で 多 数 回 繰 返 し処 理 して 低周波 「由豫 を作成 し，サ ブ トラ

ク シ ョ ン を 行な う方法 も発表 され て い る S，．

ND 卩 proce 〜5ed by　Filter　G

by　Filter 　D by　FSIter　C

　　　以．．ヒに 記 した 方法 に よ り，全計数値が 30k 　 counts ，

　　100k　 counts ，600　k　 counts の 3 っ の フ ァ ン トム 像 に，

　　そ れ ぞれ 7 つ の 低域 フ ィ ル タで フ ィ ル タ リン グを行ない，

　　さらに〔2｝式の α の 値を種 々 変化 させ て サ ブ トラ ク シ ョ ン

　 を 行 な っ て 処 理 画像を 観察 す る と と もに，処理 条件と 画

　 質 との 関係を調べ ，最良の 画像を作成 した，

　　
一

方，サ ブ トラク シ ョ ン 法を帯域 フ ィ ル タ処理 とみ な

　 す と，（2）式 の 7 （m ，n ）を 得 る た め の フ ィ ル タは 帯域 フ

　　ィ ル タ （band　pass　filter）と な り，そ の MTF は 〔3｝式 の

　 よ うに 表現 で きる，

　　　 （帯域 フ ィ ル タ MTF ）≡（p （m ，　n ）の 適用 フ ィ ル タ

’

　　　 MTF ）
．一．

α x （Filter　A の MTF ）　　 ・……・・（3）

各全 計数値 ご とに 得 られ た 最良の 画像につ い て ， そ の 処

理条件を〔3）式の 右辺 に 代人 す る こ とに よ り，そ れ ぞ れ の

フ ィ ル タ処 理 の MTF を もと め た，

3．結 果

　3．1 全計数値 30k 　counts 画 像の 低 域 フ ィ ル タ リ ン ク

　30k 　 counts 画像の 低域 フ ィ ル タ に よ る結果を Fig．4

に 示す．全 計数値が少ない た め 原画像 （Nonprocessed）

は 統 計的ゆ ら ぎに よ る 雑音が 多 く，40mm φ cold 　defect

by　Ffilter　F by　Filter 　E

by 　Filter　B by 　Filt∈ r 　A

Fig．4，　 Filtered　images　for　30k　count 　data，
ト

r

r

プ

閃onproce5sed by　Filter　G

bゾ　Filter 　D

by　Filter　F by　Filte 厂　E

　 　 　 　 by　Hlter 　C　　　　　　　　　　by　FiTter 　日

Fig．5．　 Filtered　images 　fDr　100k　 count 　data．

一 一一
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》

Nonprocessed by　Ffilter　G

by 　Filter 　DF

量9．6．

by　Ffilter　C

by　F寸1te 厂　F by　Filter 　E

by　Filter　B

Filtered　images　for　600k　count 　data．
　 　 　 　 　 　 画

、
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OOO
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φ

（a ）　Scanni 【9 　11np

一一

コ

by　Filter 　A

f．03
頃θ匸コ
Oり

 尸⊆コ
OU

60

NenprOcessed

30

60

NonproceSsed

のθ＝⊃
Oり

by 　Filter 　A

〔c ） 100k　 ceunts

怨＝コ
O
り

300

芻
50
∪

30D

 ρ＝コ
OU

by　Filter 　A

［b｝　〕Ok　COU 「IL5

Nonpro匸eSsed

by　Filter 　A

Cd〕　500k 　CO 凵n し〜

Fig．7．　 C・ mparis ・ns ・ f　 c ・ unts 　 betw・ ・ n 　 the

　　　　nonproc 畔ssed 　image 　and 　the　processed

　　　　image 　by　Filter　A．

で さえ もそ の 形状 が 円形から大きくずれ て お り， さ らに

10mm φ以 ドの cold 　defectは そ の 存在 さ え定かで ない．

フ ィ ル タ処 理 の 結 果 は，そ の 遮 断 周 波 数の 減少 と と もに

雑音の 減少とぼ けの増大が 並行 して 進むとい う一一“般 的 傾

向を 示 す．特に Filter　A に よ る画像 で は， 原画像に含

まれ て い た 情報はほ とん ど消失して しま う．こ の 事 実を

画 像中の 特定の 直線 に そ う計数値変化 で 示 した の が Fig．

7 で あ る．同 図 に おい て （a）は 画像中の 直線の 位置を ， （b｝

は 計数値変 化を 示すが，こ れ よ り 401nm φと 25　mm φの

c。1d　defectに 対応 す る 2 つ の 谷 が 明 らかに 消滅 して い

る こ とが 確 め られ る．フ ァ ン トム を忠実に再現 す る 程度

で 画質改善を考え る こ と に す れ ば ，
Filter　 D に ょ る 画 像

が も っ と も良い 結果をあ た え るが，い ず れ の cold 　defect

の 大 き さ もフ ァ ン ト ム と比 較 ず る と い くぷ ん 拡 大 され て

描出 されて い る．

　3．2 全計 数 値 100keounts 画 像 の 低域 フ ィ ル タ リ ン

グ

　】OOk 　 counts 　［由1像の 低域 フ ィ ル タ に よ る結果を Fig．5
に 示 す．原画像 は 30kcountS 画像と比 較 して 雑音が 少

な く，10mm φ cold 　defectま で識 別 可能 で あるが，最

小の 8mm φcold 　defectは 雑音の 中に 埋 没 して 識別不 」．1∫

能で あ る．フ ィ ル タ処理の 結果は 30kcounts の 場合 と

同 様，遮断周波数 の 減少 と ともに雑音 の 減少 とぼ けの 増

大が 並行 して 進み ，
Filter　A に よ る処 理 で は co 【d　defect

の 情報 が ほ とん ど消失 して しまう．Fig．7（c ）に Filter　A

に よ る計数値変化を 示す．処理後 の 画質につ t．1て は，も

っ と も遮断周波数 の 大 きい Filter　G で す で に 大幅 な 1［｛rl

Lが 認 め られ るが，原両像 で わ ず か に 存在 した 1〔lmm φ

cold 　defectが 平滑化の た め 識別困難 となる．

　 3．3　全計数値 600kcounts 画像 の 低域 フ ィ ル タ リン

グ

　 600k　counts 画像 の 低域 フ ィ ル タ に よ る糸，
li果を Fig．6

に示す，全計数値が前二 者と比較して 大 きい た め，原画

像の 統計的ゆ ら ぎに よ る雑音 は 少 な く， 各 c 。id　defect

の 形状 もほ ぼ 円 形 に再現 されて い るが，最小の 8mln φ

cold 　 defectは 周囲の hot な 部分 の
“
侵食

”
で 識別 困難

で ある．フ ィ ル タ処理 の 結果 は Filter　G ，　Filter　F，　F三lter

E の 順に わずか ずつ ぼ けの 程度が 増大 して い くが ， 画像

の 質的変化 は観察 されない．Fi1ter　D か らぼ けの 程度 か

大き くな り，Filter　A で は cold 　defectの 情報 は ほ と ん

ど消 失 して しま う．Fig．7  に情報消失の 状 況 を処 理 前
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低域 フ ィ ル タに よる R1 画 像 の 計算機処理 （第 2報）（花 田）
ヒr

J

氏

ノ广

弘

广

t

’
F冲

後 の 計数値変化で 示 した．な お 30k 　c。 unts お よ び 100
k ・・U… の 駘 と異なり源 醵 そ の もの が 縮 の 少な
い 画 像の た め・低域 ・ ・ ル タ リン グ に よ る画歟 善 は ど
の フ ィ ル タ に つ い て も認 め られ な い．

　 3．4 係数 α の 変化 と画像 と の 関係

　馴 ・の 実験縲 に よ り Fil… Ae こよ る処恥 ll像を，
画像情報に 寄 与 しな い 低周波成分 と 考え る こ と が で き
る 木 研究の サ ブ ト ラ ク シ ・ ン 法 は 一 2蹴 9 幅 。 ）
を Filt・ ・ A に よ る脚 醵 に 蹴 す る 1、 の で 齣 ，結
SRic影響をあた え る残 りの 因子 は P （m ，． n ） に 酬 隷 ．
た フ ィ ル 夘 璢 類と係数 ・ の 値 の 2 つ で あ る．全言瞰 値
600k 　 ・ ・u … の 1轍 に 対 して ，　 P （m ，　 n ） を Fi】，。，

　F に
よ る処理 画 像 と し，α の 値を 1 か らO．4 まで 0．1の 聞隔で

変化さ
」±た 越 ・） r　 （m ，　 n ）を Fig．8に ，，す 。

− 1 で は
cdd

　
defec・倣 き さは 過 大 で あり，揮 16　mm φ以

．
ド

A F　 O．9A

の 4つ は た がい に 重 な りあ っ て しま い 区別 さ え で きな
い ．α を 小 さ くして い くと しだ い に フ ァ ン トム に 近 い 画

像 とな り （α ＝0．7 お よ び α 　＝＝　O．　6），さ らに 小 さ く して い

くと序 々 に Fi】ter　F に よ る処 理 画 像 そ の もの （α ＝O）に

近づ い て い く・他 の フ ィ ・・ タに よ る処軅 i蜘 （m ，　n）

につ い て 行 な っ た 実験結果 か ら も，α の 変化 に 対 して は

これ と類似 した傾 向 を 示す．以 ヒの 事実 か ら特定の フ で

ル タ に よ る処 理画像 p （m ！n ）に 対して，も っ と もよ く

フ ァ ン トム を再現 す る α の 値が存在す る，Fig，8 の 場合，
そ の α の 値はO，　6とO．　7の 間 に 存 在す る で あろ う．

　
3．5 ’

サ ブ トラ ク シ ョ ン に よ る画質改蓍の 条件決定

最 大の 噸 轄 の 隅 れ る面i簾 以 ドの 顆 で 選択す
る．

P （m ，n ） を原画 像 も し くは フ a ル タ　（Fiiter　A を 除
⇔ で 処理 した画 像 と して，α を0．01間 隔で 種 々 変化 さ

，臼 A F　　O，7A

　D・6　A 　　　　　　　　　　ト　ー　075A
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 − ロ A

Fig．　8・S ・ b・・… 1・ n 　im ・g ・・ f・・ 6・・k − ・ d、，。　b， 。、，i、，i。 n

　　　　
°f α iバ F−・A ”

・
・ h・・eFand 　A ・ep ・ese ・ ・ th 。　im 。geS

　　　　
°btained

　b… i・ g　Fi】… F ・nd 　Fi】… A ・ e ，p 。，，・，ely ，

←

「’

t’

ド

T

N　−　o．60　八 G 曹o．65A F ・n，65A 「 − a．6FA

　0，65A 　　　　　　　c − 0，60　A　　　　　　　B −0．65 八

Fig・　9・S・ b・・a ・・1・・ im・g・・ f・ ・ 6・・k ・・un ・ d… p，。cessed 　b，

　　　　th ・ ・P・im・ m ・ ・ ndi ・i・ n ・・ each ・pecifi・d　p （m ，n ）．　 N

　　　　
「ep 「 esents

　the 　nonprocessed 　image ．　 A 　represents 　the

　　　　P 「°ces ・ed 　i皿 ・g ・ by　Fil… A ，　B ・ ep ・e・e ・・s　th 。　p ，。 ．
　　　　・e ・sed 　image　by　Fiit・・ B，　and ，。 。 n ．

・一一（726）一一．

、区一 聾



Japanese Society of Radiological Technology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Radiologioal 　Teohnology

昭 和 56 年 11 月 日本放射線技術学 会雑誌 £牾37巻　　第 6 舅夛 己

寧
「

Nonproces 〜ed 　 　 DO ，30　A

　 　 　 　 くa ）　30k　⊂ount5

Non卩rocessed 　　　　　　　　　　　F　　O・30　A　　　　　，

　 　 　 　 〔b｝　　100k　co 凵nts

　　　　 Nonproce3sed 　　　　　 G − D．65　A

　 　 　 　 　 　 　 　 （c ）　らロロ　　coun セs

Fig．10．　 C ・ mp ・・i・。・・ b・tw ・ e ・ th… np ・・ ce ・・ed

　　　　 image　and 　the 　 subtraction 　 image　 p 「o幽

　　　　 cessed 　by　the　 optimum 　conditions ．

しご 匹s：

　 　 　 ｝Ok　 ceunts

’
　　　　　　　 kOOk ⊆ounts 　　　　　　　 fiOOk　 CUUdlt 〜

Fig．11．　 MTF 　curves 　constructed 　by　the　optimum

　　　　 eonditions
　for　30k　count ，100k　count 　and

　　　　　600k　 count 　data．

せ る と ，
3．4で 記 した よ う に 各 p （m ，n ＞ に ？い て 最良

の 画嫁を 選 び だ す こ とが で きる．600k 　counts 画嫁につ

い て の 結果を Fig．9 に示す．こ れ ら一．」連の 画像か ら ， 各

eold 　defect σ）描出の 仕方 お よ び hot な部分の 雑音の 程

度を考慮 して，もっと もよ くフ ァ ン トム を再現 して い る

もの を選 ぶ と，G −0，65A で あ る．以 ヒに述べ て きた 手

順を 30k 　 c 。unts ，100　k　 counts に つ い て も適用 して，

最終的に一つ だ け画像 を選 ぶ こ とに し，原画橡との 対比

で 示 した の が Fig．　10 で あ る．また ｛3）式 と Fig．10 に 示 し

た画像の 処理 条件 とか ら，帯域 フ ィ ル タ 処 理 と して の

MTF が もとめ られ る．そ の MTF 曲線を Fig．　11に 示

す，

　　　　　　　　4． 考　　　察

4．1　低域 フ ィ ル タ に よ る処 理 効 果

　30kcounts 画 像 にっ い て は，雑音の 除去とぼ け の 抑

制 と い う相反 す る条件を バ ラ ン ス 良 く充 た す フ t ル タ は

Filter　D で あ る （Fig．4）． 100　k　counts 　I面像に つ い て

は ， 最大の 遮 断 周 波数 を有する Filter　G が も っ と も良

い 結果 を あ た え る （Fig．5）．600　k　counts 画 像 に つ い て

は， フ ィ ル タに よ る画質向 ヒは 認 め られ な い （Fig．6）．

こ れ らの 事実 か ら全 計数 値の 小 さい画像ほ ど高周波成分

が 相対的に 多 くな り，雑 音付加 とい う 形 で 画質劣 化 の

原因に な っ て い る こ とが 考え られ る．こ の こ とは 600k

c。unts 画像で は，　Filter　E に よ る処理 で も原画像 と比較

して 大きな変化は認め られ ず，高周 波成分が 画質劣化に

ほ と ん ど影響をあた えて い な い と い う事実 と符合す る

（Fig．6）．

　 4．2　サ ブ トラ ク シ ョ ン に よ る 処 理効果

Fig．10に 示 した サ プ ト ラ ク シ ・ ン iこよ る処麟 裸 と・

Fig．4，　 Fig．5，　Fig．6 陶 ≒した 1贓 ・ f ル タ に よ る処 理

結果 とを 比 較す る と， どの 全 計数値 に つ い て もフ ァ ン ト

ム 像の 再現性 に 関 して 前者 の 方 がすぐれて い る．低域 フ

ィ ル タの 画像処 理にお ける 欠点は ， 鮮鋭度低下を もた ら

すぼ けが 直流 成 分 を 含む 低周波側 に存在するた め ， 原理

的に ぼ けを除去 で きな い こ とで ある．本研究の サ ブ トラ

ク シ ョ ン 法は，核種の 異 な る シ ン チ グラ ム 問 で 行 わ れ る

通 常 の 方法
7）B〕と違 い ，Filter　A によ る 処理 画像 を 他の

フ ィ ル タに よ る処 理 画橡か ら差 引 くもの で あ り，帯域 フ

　ィ ル タ に よ る処理 と本質的に同
・で あ る 帯域 フ ィ ル タ

　もしくは 骨｝域 強言周フ ィ ル タ （band　enhancement 　
fUter）

に よ る処遡 は，雑音 と ぼ けの 除去 を 同 時 に 実現 させ る こ

　とで 知 られ て い る
9）
d’

］Z ），しか しシ ス テ ム 特性の 予備知 識

を 前提としな い 帯域 … レ タ 設計 で ls・そ の 空 間周瀲

　特 性を決 め る 際，低域側 ， 通 過域，高 域側の そ れ ぞ れ の

領域 で の 特性 の 選択，お よ びそ れ らの 組合せ の ．多様 さの

　た め大きな困難が ともな う．本研究は この 意味で は帯域

　フ ィ ル タ設計の合理 的な手順を 示 した もの で あ る．

　　フ ァ ン トム 像 を も っ と も良 く再現す る フ で ル タ 処 理 の

　MTF は，本実験 で は 全計数値ご と に 異 な る特性 を 示 し

　て い る．Fig．11を観察す る と，600　k　counts 画 像 に適

用 され た フ ィ ル タ の 遮 断 周波数 は，30k ・・u ・t・ ［醵 の

　そ れ よ り高域側 に ある こ と ， 除去 され る 低 周 波 成 分 の

　量 は 前者の フ ィ ル タ が後者 の そ れ よ り多い こ と，100k

　counts 画 像 に 適用 され た フ ィ ル タ の MTF は 両者の 中聞

　の 特性．を もつ こ とが
．
認め られ る．

5． ま　 と　 め

本論文の 第 1報の で 報告 した低域 デ ィ ジ タ ル フ t ル タ

．（727 ）
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低域 フ ィ ル タに よ る RI 画像の 計算機処 理 （第2 報）（花田 ）

を シ ン チ画像に 適用 して次の結論を得た．

　 （i） 低 域 フ ィ ル タ リ ン グICお い て ，
30　k　 counts 画

像に対 して は Filter　D，100　k　 counts
・
画像に対 して は

Fil・ter　G が 有効 で あ っ た．600　k　 CDunts 画像で は画質改

善が認め られ な か っ た．

　（ii） 全計数値 の 大小にかかわらず，　 Filter　A による

処理で 画像情報 が消失した．

　 （iii） 本研究 の サ ブ トラ ク シ ョ ン 法は，い ずれの 画像

に対して もフ ァ ン トム 豫の再現性におい て 低域 フ ィル タ

リン グ よ りす ぐれて い た．

　（N）　 シ ス テ ム 特性の 情報を 必要 と しな い帯域 フ a ル

タの 設計手順を 示 した ．得 られ た フ ィル タ の MTF は，

適用する画像 の 全計数値の 違 い に よ り異な っ た特性を示

した，

　な お 臨 床 データ へ 適 用 した 場合 の 医師の 評価を 含む 研

究は，今後の 課題 として 残 されて い る，

　稿を終 え るにあた り， 計算機プ U グ ラ ム の指導を して

くださ っ た北海道大学医学部入江五 朗教授 ， お よ び実験

にあた っ て種々 の 御援助を た ま わ っ た医学部附属病院放

射線部 RI 診断部門の 鈴木幸太郎氏，勝浦秀則氏，表英

彦氏1こ感謝い た します．
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